
                やまのかたりべ 

第 67 章 栂池高原スノーハイキング(天狗原・白馬乗鞍岳・自然園) 
 

今年は暖冬と予報されていたが本当に暖かい。長野も雪が少ないと耳にする。どこかスノーハイキング

がしたいと思い、栂池高原スキー場で働いている友人に聞いてみた。「先日、栂池自然園と天狗原に行っ

たけど良かったよ」と情報をもらう。 よし! 栂池に行こう！！ 

そうと決まれば次は交通手段の手配。夜行バス一泊付ツアーを検索するがなかなか一人価格で泊まれ

るツアーが少ない。『夜発バスで行く！栂池高原格安プラン 一泊 リフト券 2 日間付き 19,500 円』を

みつける。なかなかお得なツアーである。 

 

3 月 25 日（金） PM10 時 45 分新宿 出発 

行き先やツアー会社が異なるのであろう 8 台の大型バスがロータリーに次々入ってくる。私が乗車した

バスは満席とアナウンスされる。春休みの週末というタイミングもあるのか賑わっている。 

乗車と共に寝る準備へ取りかかり、携帯枕とアイマスクを装着する。睡眠装備を万全にしたが、寝たり起き

たりの浅い眠りだ。 

 

３月２６日（土） ＡＭ６時 栂池高原スキー場着 

天気は晴れ。風も無く穏やかな朝。ゴンドラが動き出すのが 8 時のため、それまで時間をつぶさなければ

ならない。本日宿泊するホテルに荷物を置かせてもらおうと訪ねてみるが、フロントは電気が消え人気が

無い・・・。どうしたものかと暫く考えるが勝手にロビーにいるのは怪しまれるのではないかと思い、ゴンド

ラリフト栂池高原駅へ向かう。近くに無料の足湯施設があり、設置されたベンチを使わせてもらい持参し

たパンで朝食をすませる。栂池高原駅の隣接した建物に更衣室、ロッカーなどがありここで準備をする。

更衣室の利用は無料であるが、ロッカーを使用する際には使用料がかかる。更衣を済ませ必要無い荷物

を全てロッカーにしまい準備万端！まだ7時だがチケット売場に人が並び始めたので私も列に参入。チケ

ット販売時間まで 30 分以上ある。・・・長い。しばらくして後方を振り返るとすごい列になっている。最後尾

が見えない。スキー場もまだまだ賑わってるな～とウキウキ気分になる。 

 

8 時前にチケット売場がオープンする。 

引換券を渡し、二日間のリフト・ゴンドラ 

フリーパスを受け取る。 

さらに、今回はロープウェイを使用し 

栂池自然園まで行く計画である。 

こちらに行くには登山届の提出が 

義務付けられている。チケット購入 

時に提出を求められるので最初に準備 

をしておくことをお勧めする。 

 

6人乗りのゴンドラで、終点の「栂の森駅」 

を目指す。 

途中通過する「白樺駅」にはヘリコプターで 

山頂に向かうイベントも行われている。 

(一回大人 14,000 円、子供 12,500 円  

パンフレット記載参照) 

                        (3月 27日の自然園駅) 

 

ゴンドラで一緒になった男性が「せっかくだから今回ヘリコプターコースを申し込みました」と「白樺駅」で

下車する。天気もいいので気持ちの良い飛行を楽しめる事と思われる。 

ゴンドラ終点「栂の森駅」から 50ｍぐらい離れた所にロープウェイ乗り場「栂大門駅」があり、往復券

(1,340 円)をここで購入。ロープウェイに乗車する事 5 分で終点の「自然園駅」に到着する。ここでスタッ

フから入山に関しての注意事項の説明を 5 分ぐらい受ける。「昨日積雪があり、この付近多いところでは



50cm 近く積もっています。登る方は気を付けて下さい。また沢沿いは雪溶けが進んでおり沢が出て来て

います。滑って降りられる方は道をしっかり選び、無理だと思ったら引き返してくるように！」とのことだ。 

 

8 時 50 分 

エキスパートオブジャパンのワカンを装着し日焼け止めも塗り直し、ＧＰＳ設定して出発！ 

というところでスタッフの方に呼び止められる。「今日はどちらへ行かれますか？一人ですか？？それで

したら自然園を行くより天狗原まで行って帰って来ることをお勧めします。トレースもしっかり付いている

し、天狗原は人が多いので何かあった時安心ですから。自然園は人が少ないですからね・・・。ま、今日は天

気がいいので迷う事は無いと思いますが・・。15時 30分がロープウェイ最終時間ですからそれまでに戻っ

て来て下さいね。」と。 

「わかりました。気を付けて楽しんできます。ありがとうございます。」今度こそ出発となる。多くの方がバ

ックカントリーを楽しみに来てる方で、スキーにシールを付けている方や背に板を背負ってスノーシューで

登っている方もいる。雪質が滑るのか、途中ずるずる滑っている方も。こういう時はキックステップである。

久々の雪山歩きでいいトレーニングになる。 

 

景色は最高！！ 

遠くに五竜、白馬、山山山～！！！迫力満点!美しい。 

 

10 時 00 分 天狗原到着 

テルモスでお茶を飲みながら呼吸を整える。時間に余裕があるので白馬乗鞍岳まで行ってこようと決め

る。白馬乗鞍岳方面少々ガスがかかり始めるがスキーヤ―、ボーダーの方々が列をなして登って行く。 

さて、私も出発しよう～。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(天狗原から白馬乗鞍岳への登り)             (山頂道標・ケルン) 

 

結構な斜面、普通に踏み込むとずるずると足が滑って行く。 

 

11時 00 分 山頂 標高 2,437ｍ 白馬乗鞍岳 

アルパインスキーヤーの中にはさらに奥にある小蓮華山を目指している方も多くいる。 

 

下りも歩きの私、そろそろ出発しようと立ちあがる。歩いて降りていると登って来るスキーヤーの方に話

しかけられる。「滑らないんですか～？」「滑れないのです」「そういう楽しみ方もあるんですね～」と・・。

滑れたら楽しさ倍増ですかね・・・ 

景色を楽しみながら天狗原まで戻る。 

綺麗なシュプールを描きながら滑ってくるスキーヤーに惚れ惚れする。どうしたらあんなに上手に滑れる

のか・・・(スキーは数回経験したが、スピードと急斜面が苦手で恐怖心が先に立って全く上達せず今日に至

る。) 



 

 

12 時 20 分 天狗原出発 

ひたすら下ってロープウェイの場所に戻ると時刻

はまだ 13 時。ロープウェイ最終時刻まで時間は

たっぷりあるので自然園の方にも足を運んでみ

ることにする。 

 

栂池ヒュッテ、ビジターセンターなどの建物がひ

っそりたたずんでいる。冬期休業中である。 

 

(←天狗平より 美しいシュプールたち) 

 

 

＜ポイント 1＞ 

栂池自然園 中部山岳国立公園 

栂池高原駅からゴンドラとロープウェイを 

乗り継いで行く標高約 1,900ｍの栂池自然園 

は、約 100ｈａの規模で広がる日本有数の 

高層湿原。 

園内には遊歩道が整備され、春はミズバショウ 

夏は高山植物の花々、秋は紅葉と四季折々の 

景色を見ながら気軽にトレッキングが 

楽しめる。 

 

開園期間：6月 1日(水)～10 月 31日(月) 

入園料：大人 300 円(団体 250 円)  

小人 250 円(団体 200 円)  

団体は 15 名様以上 小人は小学生以下 

                               

(栂池自然園より) 

 

 

真っ白い大地、スノーハイクの醍醐味は好きなところをどこでも歩けるということ！！ 

小さい丘を登り白馬方面の景色を楽しむ。小動物の足跡をおいかけると人が行けないような斜面などを

いとも簡単に進んで行く足跡がある。小さいけどすごい！ 

午後になり気温が上がると、水分の多い雪質に変わりワカンにびっしり付いてくる。一時間ちょっと散策し

た後ロープウェイ乗り場に戻る。 

 

15 時 ロープウェイ乗車 

朝説明していただいたスタッフが一緒だったので質問してみる。「ロープウェイが通っている下の道(樹林

帯)はスノーシュー（ワカン）で歩いても問題無いですか？」「沢だけ気を付けていただければ歩くのは問

題無いですよ」との回答を頂く。よし！！！明日はロープウェイを使用せず、自然園駅まで登ろうと計画

する。ゴンドラでは年配の女性と一緒になる。定年を迎え、旦那様と大阪から白馬に引っ越してきたとの事。

冬の栂池高原には初めて来て、スノーシューを楽しめたが、午後になると雪がスノーシューにくっついて

悪戦苦闘したと話される。 

 

 

15 時 30 分 栂池高原ゴンドラ駅到着 

ロッカーの荷物を取り出し本日お世話になる「ホテルメリベル栂池」へ向かう。私の荷物を見たオーナー

が「朝皆荷物を預けに来るけど、来なかったの？」と訪ねてくるので朝の状況を伝えると「6 時 30 分まで



ロビーにいてくれたら良かったのに、ずいぶん早く来たんだね」とのこと。次回はそうさせてもらおう。民

宿のような家庭的なホテル。夕食朝食付きなのもありがたい。 

 

20 時近く、スキー場で勤務する友人から連絡がきて合流。居酒屋で飲み語らう。友人は 3 月いっぱいでス

キー場の仕事は終了。その後は山小屋での仕事が既に決まっている。次回は山小屋に会いに行こうと夏

の楽しみができる。翌日も早朝勤務の友人だが、遅くまで付き合ってくれホテルに戻ったのが 22時すぎ。

早々に就寝する。 

 

3 月 27 日(日) 

天気は快晴！朝食後荷物をまとめて部屋から退室する。荷物は預かってもらい、チェックアウトする。再び

栂池高原駅よりゴンドラに乗車し 9 時過ぎには栂の森駅に到着。 

 

今日はここからロープウェイの終点、自然園駅まで歩く。ワカンを装着しＧＰＳをセットして出発。スキーヤ 

ーのトレースもしっかり付いている。20 分ぐらいロープウェイ沿いに歩く。しばらくするとロープウェイから

道がそれ急斜面を登る。登り切ると広い大地が現れる。なんていいコースなのだろうと、テンションが上

がる。雪の状態によっては危ないところもあるが、今回訪れた時は雪崩の心配もないので思う存分楽し

めた。 

 

ここから 30 分もしないで終点自然園駅に着く。 

折角なので、天狗原まで再び登る事に。昨日歩いた道からやや右にそれて歩く。全く違うコースのようで

楽しい。青い空と白い山々。今日も最高の景色である。 

下山後は温泉に入る予定。帰りのバスの時間までたっぷりあるので天狗原でラーメンを作り、雪山を満喫

する。 

 

再びロープウェイ沿いの道を歩いて下山する。途中、向かいの尾根を二頭の丸々とした生き物がピョコン

ピョコンと登って行く。え？？熊？？カモシカ？？立ち止まって見つめていると二頭もこちらに顔を向け

そして再び登って行く。私以外誰もいない。急いで戻ろうと尾根を下ると二頭が通ったであろう足跡を発

見。・・・大きい・・・カモシカにしとこう。気候は暖かい。熊が目覚めていてもおかしくはない。 

 

13時 15 分 ゴンドラ乗り場「栂の森駅」到着 

初めて来た栂池の二日間、天気に恵まれ思う存分スノーハイクを楽しみ、商品のフィールドテストも無事に

終了。また来年も遊びに来たいと思う。情報提供者の友人に感謝。ありがとう！！ 

 

 

3 月 26日(土) 

8 時 50 分 自然園駅着 

10 時 00 分 天狗原着 

11時 00 分 白馬乗鞍岳着 

13時 00 分 自然園駅着 

栂池自然園でハイキング 

14 時 45 分 自然園駅着 下山 

 

3 月 27 日(日) 

9 時 00 分 栂の森駅着 

9 時 55 分 自然園駅着 

11時 00 分 天狗原着 

13時 15 分 栂の森駅着 下山 

 

文責：松田留美           (天狗原より 二日間お世話になったエキスパートのワカン) 


